
H28年度　スポーツ庁委託事業実施結果　＜特別支援学校等を活用した障害児・者のスポーツ活動実践事業＞

メンバー 実施時期、検討事項 取組のポイント 取組の詳細
受託者

実行委員会 取組内容

パラスポーツチャレンジプロジェクト
【概要】
県内特別支援学校のうち1校を対象として、休日に体育施設を地域に開放し、近隣の障害者、その保護者
やスポーツ関係者を交えたスポーツ活動が定期的に実施できるよう試み、在学中、卒業後も当事者が慣
れ親しんだ環境でスポーツを継続的に実施することができる環境づくりを目指す。

＜実施競技＞第1回教室　　・ストレッチ・円になってボールの受け渡・ワンバウンドバレー
　　　　　　　　　第2回教室　 ・準備運動・キンボール・ソフトテニスボールを使った遊び・ビーチボール
　　　　　　　　　第3回教室   ・準備運動・バレーボールでフリースロー・ネットを挟んでドッヂビー
　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ビーチボールバレー
　　　　　　　　  第4回教室  ・キンボール・おじゃみ入れ・かご入れ・バレーボール基礎練習
                    第5回教室　・ストレッチ・おしり芋虫競争・サーブ練習・ビーチボールバレー・パラバルーン

＜実施時期・回数＞　第1回教室　 平成28年11月5日
　　　　　　　　　　　　　第2回教室　 平成28年12月3日
　　　　　　　　　　　　　第3回教室   平成2812月17日
　　　　　　　　 　　　　 第4回教室 　平成29年1月21日
                    　　　　 第5回教室　 平成29年2月4日
＜実施内容＞
・スポーツ教室は、知的障害者を対象に全5回（日程は上記の通り）
・事業の実施体制については、パラスポーツチャレンジプロジェクト実行委員会を組織し、特別支援学校を
拠点とするスポーツ活動の場を作るため、スポーツ教室の運営について全6回実施。
・実行委員会の構成は、進捗管理やスポーツ教室の運営に幅広い意見がもらえるよう、特別支援学校、滋
賀県障害者スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブ、手をつなぐ育成会、バレーボール連盟、滋賀県障
がい者スポーツ指導者協議会、滋賀県立近江学園、滋賀県県民生活部スポーツ課（事務局）。
・参加者のべ80人
・スタッフは、当事者団体である手をつなぐ育成会、障害者スポーツ協会、バレーボール連盟、障がい者ス
ポーツ指導員、総合型地域スポーツクラブに協力を依頼。
＜効果＞
・特別支援学校区以外の市町から参加者があり、ニーズがあるとわかった。
・教室を通じて交流し、知的障害者とのかかわりがなかったスタッフが知的障害を知るきっかけとなった。
・知的障害者の定期的な運動の場としてだけでなく、保護者のコミュニケーションの場となった。
・多様な人の輪に入ることで、知的障害者本人の社会経験につながった。（保護者より）
＜課題＞
・都市部ではないため、会場までのアクセスが悪い。
・障害が理由で、自立して公共交通機関を使用できる人は少ない。
・知的障害の程度に差があり、同一の場所、時間で教室を運営することが難しい。
・月一回程度の教室開催では少ない。
＜対象者＞知的障害児・者

①障害者スポーツ教室
スポーツ教室開催にあたり、周知方
法、毎回の教室の内容の振り返り、
スポーツメニューの決定。

＜実施時期＞
　１回目  平成28年9月16日
　２回目　平成28年10月28日
　３回目　平成28年11月18日
　４回目　平成28年12月13日
　５回目　平成29年1月13日
　６回目　平成29年3月17日

【検討事項】
①障害者スポーツ教室

【行政】
（事務局として）
・滋賀県競技力向上対策本部

【スポーツ関係】
・湖南市ちょいスポクラブ
・甲賀市バレーボール協会

【障害者スポーツ関係】
・滋賀県障害者スポーツ協会
・障がい者スポーツ指導者協議会

【福祉関係】
・甲賀市手をつなぐ育成会
・湖南市手をつなぐ親の会
・滋賀県立近江学園

【有識者等】
　・滋賀県立三雲養護学校

滋賀県
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メンバー 実施時期、検討事項 取組のポイント 取組の詳細

・特別支援学校の体育館を活用し、
地域のスポーツ団体等が中心になり
継続的にスポーツ活動ができる仕組
みを作る

特別支援学校拠点型事業
【概要】
・地域のスポーツ団体等が中心となり、地域を巻き込んだスポーツ活動の場を企画・運営し、持続したス
ポーツ活動ができる仕組みを作る。
・地域のスポーツスポーツ団体等が、地域のスポーツ指導者や活動の支援者とつながることができる体制
作りを教育委員会が支援する。

＜実施競技＞フロアグラウンドゴルフ、ボッチャ、トランポリン、カローリング、風船バレー、スラローム、スト
レッチ等
＜実施時期・回数＞６月～３月　計１９回
＜実施内容＞
＜対象者＞特別支援学校在校生、卒業生、保護者、地域住民等
＜委託先団体＞
一般社団法人山陰リンクの会、医療法人養和会メディカルフィットネスセンターＣＨＡＸ、県立米子養護学校
同窓会

・生徒と居住地域のスポーツクラブを
つなぐ仕組みを作る

地域参加型事業
【概要】
対象生徒と地域のスポーツクラブをつなぐコーディネーター（公益財団法人鳥取県体育協会で総合型地域
スポーツクラブをコーディネートしているクラブアドバイザー）を指名して、児童生徒が居住地域のスポーツ
クラブに参加できるようにする。

＜実施時期・回数＞１０月～２月　計３回
＜実施内容＞生徒が部活動をしている場面にスポーツクラブ指導者が訪問を行う。
＜対象者＞モデル校生徒

受託者
実行委員会 取組内容

鳥取県

【行政】
・特別支援教育課
・体育保健課
・スポーツ課

【スポーツ関係】
　・体育協会
　・総合型スポーツクラブ

【教育関係】
　・各特別支援学校

【障害者スポーツ関係】
　・障がい者スポーツ協会

各団体との実行委員会
＜実施時期＞
　１回目　6月9日
　２回目　6月18日
　３回目　6月23日
　４回目　8月21日
　５回目　9月13日
【検討事項】
①事業の趣旨の説明について
②各団体の活動状況について
③今後の事業の展開について

特別支援学校運動スポーツ推進協
議会
＜実施時期＞
　1月31日
　【検討事項】
特別支援学校要児童生徒が卒業後
も運動・スポーツに主体的に取組む
ための在学中の指導支援について
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メンバー 実施時期、検討事項 取組のポイント 取組の詳細

【放課後の障がい者スポーツ体験教
室】

○特別支援学校における障がい者スポーツ実践事業
【概要】
　平日の放課後を利用し、委託先クラブの指導員が在籍幼児児童生徒、卒業生に対し、ブラインドサッ
カー教室、障がい者スポーツ体験教室、アダプテッドスポーツ体験教室を実施した。
＜実施競技＞ブラインドサッカー、フロアバレーボール、ゴールボール、アダプテッドスポーツ
＜実施時期・回数＞平成２８年１０月～平成２９年３月、合計３３回
＜対象者＞在籍幼児児童生徒、卒業生

【体育授業、運動部活動支援】 ○特別支援学校における体育・運動部活動の支援
【概要】
　体育授業時間や特別活動時間に特別講師として指導支援、トランポリン体験教室を実施し、休日にブラ
インドサッカークラブに指導者を派遣して指導支援を行った。
＜実施活動＞体ほぐし運動、コーディネーショントレーニング、トランポリン等
＜実施時期・回数＞平成２８年１０月～平成２９年３月、授業１９回、トランポリン２回、ブラインドサッカー
クラブ１１回
＜実施内容＞小学部・中学部の体育授業においてバランス運動、ストレッチ、体幹強化運動、持久走伴
走等を行い、特別活動において幼稚部・小学部・中学部の幼児児童生徒それぞれに必要な支援を行い
ながらトランポリン教室を実施した。休日は在籍児童生徒、卒業生、地域住民、大学生が交流し、ブライ
ンドサッカークラブの練習を実施した。
＜対象者＞在籍幼児児童生徒、卒業生、地域住民、大学生

【地域との交流】 ○イベントによる地域交流（スポーツ屋台村）
【概要】
　学校行事と併せてイベントを企画し、アダプテッドスポーツのブースを設け、交流校の生徒や卒業生、地
域住民、保護者と一緒にスポーツ・レクリエーション体験を実施した。
＜実施競技＞アダプテッドスポーツ
＜実施時期・回数＞平成２８年１０月、１回
＜対象者＞在校幼児児童生徒、保護者、交流校生徒、卒業生、地域住民
＜参加人数＞２４０名

受託者
実行委員会 取組内容

【行政】
　・人づくり・県民生活部スポーツ振
興課

【教育関係】
　・県特別支援学校校長会

【スポーツ関係】
　・県体育協会
　・県スポーツ科学情報センター
　・県スポーツ推進委員協議会
　・県総合型地域スポーツクラブ連
絡協議会

【障害者スポーツ関係】
　・県障がい者スポーツ協会
　・福岡市障がい者スポーツ協会
　・北九州市障害者スポーツ協会

【福祉関係】
　・県レクリエーション協会
　・県社会福祉協議会

【有識者等】
　・スポーツ庁健康スポーツ課障害
者スポーツ振興室
　・立教大学教授

【その他】
　・北九州市高見まちづくり協議会

福岡県

＜実施時期＞
　１回目　１２月５日
　２回目　２月２６日

【検討事項】
①障がい者スポーツ活動の場の定
着に向けた取組み

②域内の連携体制の構築
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メンバー 実施時期、検討事項 取組のポイント 取組の詳細

・　障害児・者のスポーツ活動の増
進、スポーツ機運の醸成、アスリート
の発掘・育成への取り組み
・障害者スポーツに対する理解促進

ブラインドサッカー教室

【概要】
専門講師によるブラインドサッカー教室を実施。

＜実施競技＞
ブラインドサッカー
＜実施時期・回数＞
６月～１２月・合計６回
＜対象者＞
近隣学校の児童・生徒・教員　等

・特別支援学校等に在籍する児童・
生徒やその保護者・兄弟を対象とし
たスポーツイベントを企画し、視覚以
外の障害をもつ子供たちにスポーツ
を楽しんでもらう場を提供
・障害者スポーツに対する理解促進

交流イベント「めざせ金メダル！たのしいスポーツのつどい」

【概要】
主に知的・肢体に障害を持つ児童・生徒の方々を対象に、スポーツの楽しさを体験してもらうイベントを開
催。

＜実施競技＞
　①フライングディスク②風船バレー③卓球バレー
　④吹き矢　　⑤ビームライフル
＜実施時期・回数＞
平成28年9月10日（土）・１回
＜対象者＞
青陽須磨支援学校に通う児童・生徒とその家族

受託者
実行委員会 取組内容

神戸市

【行政】
　教育委員会事務局スポーツ体育課

【障害者スポーツ関係】
　神戸市障害者スポーツ振興セン
ター
　日本ブラインドサッカー協会
　神戸市障害者射撃協会
　障害者スポーツボランティア
　神戸市障害者フライングディスク
サークル
　兵庫県身体障害者吹矢協会

【学校関係】
　神戸市立盲学校
　神戸市立青陽須磨支援学校

＜実施時期＞
　１回目　５月30日

【検討事項】
①ブラインドサッカー教室実施におけ
る安全面や発信、開催日程、活動内
容について
②交流イベントの内容、開催場所、日
時、発信等について
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・地域の障害者スポーツに関する課
題を把握するためのアンケート実施

〇障害者スポーツに関するアンケート実施
＜実施時期・回数＞平成２８年５月，平成２８年１２月・２回
＜実施内容＞障害者スポーツに関わる現状と課題を把握するための調査
＜対象者＞弘前大学教育学部附属特別支援学校教職員・児童生徒・保護者

・弘前大学及び附属特別支援学校を
拠点とした，在校生・卒業生・地域住
民がともに参加できるスポーツクラブ
活動

○とみのスポーツクラブ
＜実施競技＞陸上競技，フライングディスク
＜実施時期・回数＞７～８月の火曜日と木曜日・計１３回
＜参加人数＞附属特別支援学校中学部・高等部希望者１１名，卒業生２名
＜実施内容＞青森県障害者スポーツ大会に向けた練習実施
＜対象者＞弘前大学教育学部附属特別支援学校中学部・高等部希望生徒・卒業生

・地域の人々や大学生の協力を得た
上での障害者フライングディスク大会
の開催

○中南地区障害者フライングディスク交流大会
＜実施競技＞フライングディスク
＜実施時期・回数＞平成２８年７月２日（土）・１回
＜参加人数＞９１名
　（附属特別支援学校５６名，県内特別支援学校１７名，市内小中学校特別支援学級１８名）
＜実施内容＞障害者フライングディスクアキュラシー競技の実施
＜対象者＞県内の特別支援学級及び特別支援学校に在籍する児童生徒
＜委託先団体＞審判：青森県障害者フライングディスク協会指導員，ボランティア：弘前大学学生

・教育課程に位置付けた，障害者ス
ポーツ授業の実施

○障害者スポーツ授業「チャレスポタイム」
＜実施競技＞陸上，野球，フライングディスク，卓球バレー，ダンス
＜実施時期・回数＞月１～２回の計１７回
＜実施内容＞小学部から高等部の児童生徒の希望により縦割りでグループ編制を行い，障害者スポーツ
を題材とした授業実施
＜対象者＞弘前大学教育学部附属特別支援学校児童生徒
＜委託先団体＞２回外部講師を招聘して特別授業を開催
①元オリンピック陸上選手　有森裕子氏を講師とした「有森裕子さんと走ろう！陸上教室」
②元シルクドソレイユパフォーマー　粕尾将一氏を講師とした「粕尾将一さんと跳ぼう！縄跳び教室」

・障害者スポーツに対する理解を深
めることをねらった研修会の開催

○障害者スポーツに関する公開研修会
＜講演テーマ＞「地域における障がいのある方のスポーツ普及促進に関して」
＜実施期日＞平成２８年７月２７日（水）
＜参加人数＞５１名（大学職員，学生，附属特別支援学校職員，県内特別支援学校教諭　等
＜講師＞日本体育大学　教授　野村一路氏
＜講演内容＞・障害者基本法による障害者の定義　・地域スポーツクラブへの障がい者スポーツ導入
　・障害者スポーツについて　・障がいのある人とない人のスポーツ　・レクリエーション交流事業への招待
＜対象者＞教員，施設職員，保護者

受託者
実行委員会 取組内容

国立大学法人
弘前大学

【障害者スポーツ関係】
　・青森県障害者スポーツ指導員会

【福祉関係】
　・青森県身体障害者福祉センター

【有識者等】
　・弘前大学教育学部

【教育関係】
　・青森県立弘前聾学校
　・教育学部附属特別支援学校

＜実施時期＞
　１回目　平成２８年６月１０日（金）
　２回目　平成２９年１月１１日（水）

【検討事項】
①障害者スポーツを活性化に向け
た，地域や弘前大学及び特別支援学
校の取組のあり方
②青森県の障害者スポーツの取組
の現状と今後の課題
③「中南地区障害者フライングディス
ク交流大会」の企画


